
総合計画　　吹田市第４次総合計画

評価対象年度 令和６年度
高齢者が住み慣れた地域ですこやかに、安心して暮らし続けられるまち
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政策 1

提出日　

提出取りまとめ

施策 1

令和７年度　行政評価調書

施策 3

施策

大綱　 福祉・健康

福祉部

令和7年7月18日

2

高齢者の暮らしを支えるまちづくり

生きがいづくりと社会参加の促進

暮らしを支える支援体制の充実

介護保険制度の安定的運営



＜取組内容＞
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質の高い介護サービスを安定的に供給できるよう、持続可能な介護保険制度の運営に努めます。介護ニーズの増加に
対応するため、人材確保やサービスの質の向上を図るための取組などを行います。

介護保険制度の安定的運営

介護保険サービス整備等事業 ・高齢者が介護を必要とする状況になっても、介護サービスを受けることにより、安心して住み慣れた地域での生活
を続けることができるよう適正な介護保険制度の運営を行っている。
・なお、施策指標１の「受けている介護サービスに満足している利用者の割合」については、３年ごとの調査により
得られる数値であるため、調査年度ごとに進捗状況を評価していく。令和４年度は指標の算出方法を見直したため実
績値が令和元年度から下がったが、見直し前の方法で算出した場合、今後の実績値の上昇が見込まれる。
・第９期吹田健やか年輪プランで重点取組と定めた介護人材確保策については、介護人材の資質の向上を目的とした
取組として、職員の資格取得に取り組む介護保険サービス事業者に対し介護資格取得支援事業補助金を交付し支援す
るともに、介護職員等喀痰吸引等研修（実地研修）委託業務を実施している。また、労働環境・処遇の改善に向けた
取組としては、介護職員処遇改善支援事業や介護保険サービス事業所人材確保支援事業を実施しており、参入促進を
目的とした取組として、ハローワークやＪＯＢナビすいたと連携した合同就職面接会やセミナーの実施、市内の大学
における講義での介護職の魅力発信等を実施している。
・市立介護保険施設の老朽化に伴い、工事請負費、修繕料が増加傾向にある。

介護保険運営事業

3-1-3

3-1-2 可能な限り自立した生活を送れるよう、介護予防の取組や普及啓発などを進めます。また、住み慣れた地域で暮らし
続けられるよう、身近なところでの相談・支援や在宅生活を支援するサービスの充実を図るとともに、在宅医療と介
護の連携を進めるなど、地域全体で支え合う体制づくりを進めます。暮らしを支える支援体制の充実

介護保険（地域支援）事業 ・高齢者の安全確保や生活支援、通院等の利便性向上等を目的とした、緊急通報システム事業や通院困難者タクシー
クーポン券事業などに取り組んだ。
・認知症初期集中支援チームや認知症地域支援推進員による認知症総合支援事業を進めるとともに、認知症の人やそ
の家族を支援する認知症サポーター等の養成に取り組んだ。
・施策指標１の「後期高齢者のうち、要支援・要介護の認定を受けている人の割合」については、前年度より増加し
た。今後も引き続き、健康保持、介護予防の取組を継続していく。
・施策指標２の「認知症サポーターの養成数（累計）」については、コロナ禍以降、小中学校や大学と連携した講座
や、休日やオンラインによる講座を開催し、養成者数は増えてきているものの目標には届いていない。養成したサ
ポーターの活動の場である認知症カフェやチームオレンジの活動への支援を実施し充実を図っている。

高齢者支援事業

高齢者生きがい事業 ・高齢者生きがい活動センターは、平成24年の施設開設以来、多くの高齢者で賑わっており、平成26年度には年間延
べ利用者数が５万人を超えたが、平成28年度の52,278人をピークに減少している。新型コロナウイルス感染症が急速
に拡大していた令和２～３年度では、感染防止対策として一時的に休館したが、令和４年度以降については、感染症
拡大防止対策を講じながら、開館を継続した。年間延べ利用者数が昨年度に比べ748人増、1日の平均利用者数が3人
増と増加しており、コロナ禍前の令和元年度と同程度まで回復している。
・本センターでは、会議室や交流スペースの提供の他、健康・教養・世代間交流に資するさまざまな講座を実施して
おり、新規利用者の獲得や施設利用の定着に繋げている。講座メニューについては毎年見直しを図り、高齢者のニー
ズに素早く対応することで、利用促進、施設の活性化に努めている。今後も引き続き、講座内容や広報の見直しなど
安心して生きがいづくりの活動をしていただけるよう改善・工夫を重ねていくことで、利用者数の増加に努めてい
く。

めざすまちの姿 高齢者が住み慣れた地域ですこやかに、安心して暮らし続けられるまち

基本計画本文

施策を構成する管理事業 施策の取組状況

3-1-1 高齢期を迎えても生きがいをもって、地域で健康に暮らすことができるよう、生涯学習やスポーツなどを通じた生き
がいづくりの活動や就労、地域活動などの社会参加への支援を進めます。

生きがいづくりと社会参加の促進

第４次総合計画　施策の評価シート

評価対象年度 令和６年度
大綱

福祉・健康
政策

高齢者の暮らしを支えるまちづくり
3 1



＜施策指標等の推移＞

SDGｓのゴールに関連する施策および施策指標と評価

- -

Ｃ

3

受けている介護サービス
に満足している利用者の
割合（単位：％） - - - -

Ｃ Ｃ -

- - --

Ｂ

認知症サポーターの養成
数（累計）（単位：万
人） - Ｃ Ｃ Ｃ -

Ｂ - ＢＢ - Ｂ

Ｃ

-

2

後期高齢者のうち、要支
援・要介護の認定を受け
ている人の割合（単
位：％）

- Ｂ Ｂ

- -

1

高齢者生きがい活動セン
ターの年間利用者数（単
位：万人） Ｂ - Ｂ

【新規追加】生きがいが
ある高齢者の割合（単
位：％） - - - -- -

Ｂ Ｂ- Ｂ -

-

ＢＢ

No 施策指標

Ａ Ｃ - -

- 56.9 - -

70%
（目標値改訂）

60%

施策指標１ 受けている介護サービスに満足している利用者の割合（単位：％）

年度
策定時

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
（平成29年度）

実績 67.7 - 79.3 -

（平成30年度）令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

進捗状況

令和７年度 令和８年度 令和９年度

3-1-3 介護保険制度の安定的運営

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

2.7 2.8 2.9 3.1

施策指標２ 認知症サポーターの養成数（累計）（単位：万人）

5.6万人
（目標値改訂）

4.2万人

年度
策定時

（平成30年度）令和元年度 令和２年度 令和３年度
（平成25年度）

実績 2.2 2.4 2.6 2.7

令和４年度 令和５年度 令和６年度

進捗状況 Ａ Ａ Ｂ

令和７年度

32.5 33.3

進捗状況 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

3-1-2 暮らしを支える支援体制の充実

32%以下

施策指標１ 後期高齢者のうち、要支援・要介護の認定を受けている人の割合（単位：％）

年度
策定時

（平成30年度）令和元年度 令和８年度 令和９年度
（平成27年度）

実績 33.5 32.5 31.9 32.7 32.9 32.2

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

-

進捗状況 - - - - - - -

施策指標２ 【新規追加】生きがいがある高齢者の割合（単位：％）

70%
年度

策定時
（平成30年度）令和元年度 令和８年度 令和９年度

（平成29年度）

実績 - - - - - 73.7

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

-

令和６年度

進捗状況 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2.8 4.7 4.6 4.6

3-1-1 生きがいづくりと社会参加の促進 目標値
（令和10年

度）施策指標１ 高齢者生きがい活動センターの年間利用者数（単位：万人）

年度
策定時

（平成30年度） 令和７年度 令和８年度 令和９年度
6万人

（目標値改訂）

5.5万人

（平成29年度）

実績 5.1 5.1 4.6 1.8

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度


